
○　目的

平成２２年度より農業委員会の法令業務となった耕作放棄地対策の一環の
取り組み。
農地の有効利用実証ほ場を設置することで、耕作放棄地の解消を図る。

○　事業概要
遊休農地を農業委員会が「農地の有効利用モデルほ場」として整備し、苗
の定植、日常の管理を行うことで、市内の農家に有効利用を呼び掛け、一
般世帯には、農業の魅力を発信することで、耕作放棄地の解消、農地の有
効利用に繋げ、また、一般世帯を含め農業への関心の喚起を諮る。

肥料、薬品代：約50,000円

継続千円50

農地の有効利用モデルプロジェクト
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